
564 

しイムベ ヂ ン1テ産出ス 1レ生物ノ限界ニ就テ

京都帝園大撃墜事部外科撃教室（鳥潟教授指導）

講師皆事士青 柳 安 誠

Was fur Lebewesen produzieren lmpedine ? 
Von 

Dr. Y. Aoyaghi, Dozenten der Klinik・
〔Ausdcm Lnboratorium der I. Chirnrg. Klinik d. Kaiser!: Univers.itat, Kyotロ

（針。f.Dr. R. Torikata.）〕

緒 言

細菌性物質中ーハLfムベヂン1勢力カ’含有サ レ，而モ新Jレ勢力ハ細菌ノ類脂館側ニ

ゴドズシテ， ソノ蛋白樟側（種族特異ノ）ニ附帯サレ居Jレ事ノ、明白ニ立謹セラレタル鹿テ

リ。

堂書ニ烏潟教授ハ1917年先ツぜ特殊沈i澱反賂ニ於テ L ＇｛ム ペヂン「現象テ認識サJレJレ一

首リ ，次ノ事貫テ立讃セ ラレタリ。 ~p チ健常煮沸牛血清ハソレニ依リ テ逃ラレタ Jレ抗

血清 ト／間ニ沈澱反感テ惹起セザレ共，健常牛IF.血清／、耐他同一僚件ニ於テ沈澱原 ト

シテ著明ニソ ノ作用テ表現スJレ司王テ誼明セ ラレタルナ リ。

(R. To1ikata, Koktopriizipitinogene und Koktoimmunogene, Bern 1917, S. 383 384, 

Tab. 170 und 171) 

以上ノ事寅ヨリ Lイムペヂン1勢力ハ非細菌性非毒性抗原物質ニハ献如スノレモノナル

事テ知ル可キナリ 。

叉SRR及ピERR補盟結合反感討究ノ結果， Lイムペヂン1現象ハ非細菌性物質ニ謹明

ス）！.－事ハ絶針的ニ不可能ナリキ。 ( R. Torikata, 1928, l. c. ~. 44 7，’fab. 5 I 71 S. 486. 

Tab. 558 und 559 und S. 507) 

喰菌現象ニ於テモ亦タ，非細菌性抗原材料，ニ於テハL fムペヂン「現象テ誼明シ得ザ

リキ。（庚瀬・中村・高嶋）

然 ラバ如何ナル生物j.(L 1ムペヂン寸テ産出スルヤ ノ疑問起Jレペシ。余等ハ此ノ問題

／解決ラ寅験結果エ待タン ト欲ス。

供試材料

最初ニ動物性或ハ植物性ノ毒性並ピニ非毒性材料テ濯ピ， 次デ原生動物，更ニ細菌

性毒素而シテ最後ニ二三皮！膏疾患病原輯テ港ピタリ。
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検査方法

供試材料ガ可援性蛋白檀テ含有ス JI時ハ酸テ加ヘズ， 輩ニ5分間100度（構氏）ーテ沸

騰シツツアル寧寵煎中ニテ煮沸スル事ニヨリ之テ沈澱セシメ失デ，強力遠心シテ得タ

Jレ上澄液テZデアラハシ，上澄液ノ代リニ靖過液ラ使用スJレ時ハFテ.I;}，テコレテ表ハ ス。

上澄液或ハ滴過液ノ一部テ揖氏100度ニテ沸騰シツツアル重量煎中ニテ夏ニ煮沸シ，

向ホ ZKlO〆ー120ノ或ハ FKl0'-120ノノ供試材料テ得タリ。此等ノ煮沸液ハ共ニ沈澱，

j圏濁等無ク，只上澄液ハ多ク淡白色ーシテ，浦温液ハ常ニ＊様透明ナリキ。

上澄液或ハ浦温液ノ原液中ニ於ク JレL1ムペヂン1合有ノ；有無テ判定スルニハ原液或

ハソ 110分乃至120分煮沸液ガ同一俊件ノ下デ試験管内喰菌現象ニ及ポス結果ノ差ニ

依リタリ。

試験管内喰菌現象ノ指標トシテハ寒天斜面24時間培養ノ黄色葡萄飲球菌テ使間セ

リ。該葡萄jlJ：球菌ハ帰氏60度ノ重濫煎中ーテ30分間加温シ，之テ殺菌シテ食盛＊ーテ3

回洗機シ．市Jレ後ニ0,55話石炭酸加0,85%食瞳水中ニ浮遊セシメ タルモノーシテ， ソノ

菌量ハ1縄中ニ約0,0021蛇ノ割ナリ。

喰菌現象ノ検査ニ首リテハ正シクライト氏ノし才プソ ーン寸係数測定ニ準ジ，白血球

（喰細胞）含有液 トシテハ鰻重約300乃至700J［ノ健常：；海穣ノ腹腔内ニ中性向汁10蛇テ注

射シ， 4乃至5時間テ粧テソノ腹腔波テ使用セリ。

普通喰菌現象ノ検査ニハ健常家兎血清テ使用 シ，特殊喰菌現象ノ憤査ニ首リテハ，

全量28括ノ黄色葡萄欣球菌煮沸発疫原テ注射シテ得タ jレ抗黄色葡萄紙球菌免疫血清テ

使用セリ 。売波血清ハ説集慣1500ニ達シ．健常並ピニ免疫血清ハ共ニ揖丘56度30分間

ノ加温ニ依リ非働性トナシタルモノナリ。

喰菌現象ノ大小ト使用抗原＜Z,ZK1Qf-ZK120〆或ハ F,FK10〆－FK120つ用量トノ聞

係部チ試験管内喰菌現象ノ第一結合系テ討究センガ鵡 ;I' 余等ハ下記ノ如キ割合ニ組

t合セタ リη

1) 0,Sccm黄色葡街欣標準液＋0,2ccmZ(F）或ハど｛F)KIO'120' + L8ccm石炭酸加食盤水

2l 0,Sccm ノ． +O,Sccm dシ ~ ~ +LSccm 
,. 

3) O,Sccm " 十1,0ccm 〆' 。 ,. 
+LOccm ク

4) 。，Seem ノ， +2,0ccm ク ,. ,. 
+o 

5) O,Sccm 3シ +2,0ccm石茨酸加食機水（抗原材料ナル Z(F）或ハ

Z(F)KlO＇一120ノテ添加セスワ

此ノ針照ニ ヨ ル結果ハ凡テノ表ニ（食臨7.KNaCJ ） ナ ｝~記就テ以テ表ハ シ タ リ 。

斯クテ余等ハ試験管内 ニ於テ喰菌現象ノ第一結合系テ吟味シ．喰菌現象ノ大ノj、二依
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リテ，添加セル抗原〔Z（町或ハ Z(F)Kl0'-120つ性能働力ノ大小テ判定シ得Jレニ至レ

リn

次ニLオプソーンー1検査月j駒子モ細管内二一定量（約0.ol19昆）宛々古il記腹水，健常或ハ

免疫血清及ピ上記ノ如ク各種抗原液テ種々ノ割合テ以テ混合セル蒲j萄蹴球菌液ノ順ニ

安気ノ間隔テ置キテ吸入シ．之レテ夏ニ時計1Illノ上ーテヨ ク混和シタ ル後， ラfト氏

J法ニ怯リ底置セ九

検鏡ニ首リテハ，ギムザ氏法ニ依リテ染色サレタル中性多接白血球及ピ大軍綾白血

球ノ菌樟が正 シクソノ白血球鰻内ニ包喰セラレタルモノノ t7計算シ， 5個以上ノ菌テ

包喰シタ Jレ壬ノハ計算ヨリ除外セリ n

白血球ハ100個テ教へし！な寸．し岸j''L子1 ハ凡テ絶封数テ以テ表ハ シ，之レテ以 テ各

点ニ於ア喰蔚現象ノ結果テ表現セリ。

賓験第一

狂犬病毒及ビ痘癒毒＝於ケ}l'L;fムペヂシ「J立詮

先・ッー余等ノ試験管内ニ於クルL1ムペヂン寸検査方法ノ碓寛容｜：テ立誼センガ嬬ニ所謂

不可視性病原鴨ノ検費テ行 ヒ，ソノ結果テ表示 セリ。

第ー表 狂犬病毒＝於ケルLイチ4 ヂン lノ検査

供試材料 家兎脳／；五日固定毒ヲ硬膜下手注射シ定型的＝礎患ν死亡セル家兎／脳髄
lgr .=.0,85.%食盤7],flccmヲ入レ 9モノヨリZ及ピZK:!51ヲ造リタリ。

＂＝免疫血清ヲ使用シタル際／特殊日食菌現象ユ及オ；・,._z及ピZKぬ勺影響

：＇｛＝健常血清7使用シタノレ際ノ普通日食蘭現象＝及ボスZ及ピZK25'／影響
喰・商・子山二回平均値ナリ

抗原量｜ ｜ 喰 ~i : 子
l抗原積 卜一一一一一一一一l 一一一「一一一一，一一一一一一一

ccm J L A= • ＿ーし AーI N _I 土 I N 
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ZK 2•'iノ

lG,5 
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.~ .o 
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16,0 

・12.':i’） 
44,0 3) 

22,0 1) 
28,0 3) 

（）。 z
•- ZK 251 

~2,;, 

~／ ，（） 
H,5 
20,5 

日2,5
:J8,0 

2'.l,0 
2u,5 

5.J,ll 2) 
65,0 ~1 

;:6,5 ~） 

47,0 ・l) 

NaCl r,) A
りお 18,5 

l) 2) ：：）り第二表参照

5) z及ピZK'.l；／ ト悶 ジク（｝、.）；；石炭酸加0,85%食盤水

Zュ於ケJレ日食蘭子トZK251＝於ケル喰欝i子ノ比

1) 42,5 44,(>=100・104.・・・…A－＝－ テ抗原盆O,lccm

2) 22,0 :28，り＝100: 127.. ...... N－＝－テ ククク ク

:3) 0:;,o f.i.),0=100: 118 ......... Aュテク

4) 31j,.J : 47,0ニl00 : 12日．・…..Nニテク

タ 0,2ccm

クク シ
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第二表 痘猪悉＝於ケJレLイ占ベヂ y吋／検査

償試材料：大日本常国政府傍染病研究所後責ノ痘苗ヲ0,85%食臨水ニテ， 51音＝稀軍事シ

テソレヨリZ及ピZK.301ヲ透Jレ。

Z及ピZK30ら、0,3%I石炭酸ヲ含ムモノナリ。

喰 菌 子明 抗原種i
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N A N A 

NaCl"J 

人 I N 

）
列
J

）
つ

一

白
v
a
U
A
U
O
U

一

行

t
z
d
o
o
m守
一

1
4
q
a
o白
雪

υ

一

）

）

）

）
 

1

3

2

4

一

A
U
a
u
h
U
A
O
 

可
よ
’
a

9

0

0

4

0
A
笥
ω
d
ι
z
k
d

18,0 ! 14,0 

I) 2) 3) 4）ヨ P此ノ喰菌現象ノ、上行位相＝於イテ行ノ、レタノレモノナノレヨトヲ識JレO

~p チ反磨、（喰菌現象）ノ大小ノ、抗原（Z及ピZK.30つ性能働力ノ大小ト一致運行シ，反際ノ大

小ヨリ抗原性能働力／：大小ヲ推定シ得ノレナリ。

5) Z及ピZK30'＝－於ケ Jレ ~II ク 60% Iしグリセリ ン1ヲカ日へii!:.:.0,3% I：石炭固まヲ加7。

Z及ピ7,K.301＝於ケル日食前子 ノ比＝l)21・33=100:157 ...... A＝テ抗原量0,2ccm
2) 17: 2-5=100: 147 ...…Nニ テ ク 0,2 • 
3) 43: 52=100: 121・・…A＝－ テ ク 0,4 ク

4) 2s : 34 = 100 : 1 :n ...... N"ュテク 0,4 ク

第三表 （第二表ヘノ；封照）

健常牛淋巴液＝ Lイムベヂン寸ヲ詮明スノレヤ

f共試材料 ：健常牛ノ腸間膜淋巴腺lOgr.=.60%1Lグリセ H:-'' 40ccmヲ入レ タノレモ ノヨ

リZ及ピZK:l017造ル。五分間煮沸スノレ前＝コノ宇L吠液ヲ0,85%食盤＊ユテ 5f音ユ稀樗シ

lJ p。
Z及 ピZK30'ユノ、0,3%ュ石炭酸7添加ス。

抗！mlli抗原jゴト7
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l）及ピ2)=Z＝於ケJレ喰菌現象／下行位相

日）及ピ4)=ZK.30〆ニユ於ケル上行位相（最大ニ近キ）喰繭現象
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所見概括 （試験管内喰菌現象反際位相ノ観察7含ム）

l，試験管内喰菌現象ニ於テ モ， 鰐ニ中村・高嶋等Jゲ海摂ノ流血内喰菌現象ニ於テ立

謹セJレ如ク，狂犬病感染脳及ピ痘磨病毒ニ明白ナ JレLfムペヂン寸現象テ立霞セリ。

2，健常牛淋巴腺液（第3表）ハ痕跡ダモLfムペヂ ン寸現象ア立謹セズ。之レ，一般非

細菌性類脂蛋白樺抗原性能働力ガ高熟一概氏100度30分間ノ煮沸ーニ針シテ示ス普遍

的関係ナリ。

3，第1及ピ第2表ニ於テハ相共ニ喰菌現象ハ抗原（生及ピ30分煮上澄液）用量ト一致

連行シテ場強セラレタ Jレ事テ示セリ。此ノ事貰ヨリ， 余等ハ第一結合系ノ上行世相ニ

於ア寅験テ行へJレモノニシテ，上行位相ノ寅験ニ於テへ免疫接的反感ノ大ノj、ニ依リ

テー余等ノ；揚合ニテハ試験管内喰菌現象ノ結果ヨリー直チニ此ノ際使用セル抗原種／

能働力／大小テ逝ニ推定スル事ヲ得Jレナリ。

4，叉狂犬病毒及ピ痕搭病毒ノ 30分煮波ノ抗原性能働力ハ著明ニソノ原液ノソレヨ

リモ大デアリ，叉故ニ，喰菌現象ノ結果（喰菌子）ハ抗原性能i動力ノ大小ト一致連行ス

Jレ事テ識レリ。

5，第3表ヨリ ハ明エ次ノ ；事寅テ識リタリ。卸チ原被ニ於テハ下行位相ニ シテ，30分

煮液ニ於テハ貫一上行位相ニテ．然シナガラ，既ニ最大ニ近キ反感（喰蕗i現象）位相ニ

アルコトナリ。斯ル際ニモ余等ハ向ホ獲得セJレ反感（喰菌現象）ノ大小ヨリ抗原性能働

力ノ大小テ判定シ得ルナリ 。

責験第二

試験管内喰菌現象ヲ促進スル蛋白睡J性蹴

余等ヵー検査方法ノ？佐賀jg：ニ依リ Lfムペヂン1及ピ試験管内l喰菌現象ノ上行並ピニ下

行位相テ判然ト確定シタ Jレガ放ニ， 夏ニ蛋向樟或ハ類脂蛋白開ガ試験管内ニ於テモ喰

菌作用促進能力 テ護抑シ得Jレヤ否ヤテ検斎セ ントス。貰験結果ハ第4表乃至第 7表ニ明

カナリ。

第四表 試験管内貧色葡萄状球菌喰蘭現象＝及ポス卵白液／影響
供試材料： 0,5ccm ノ卵白ヲ0,85%食砲水19,5ccm＝－ テ稀穆セJレモ ノ。

A＝免疫血清ヲ使用シタノレ際ノ喰直i現象 N＝健常血清ヲ使用シタル際／日食蘭現象

喰 ｜ 碍i I＿ 工 一 一抗原量I) 卜 ｜ 
c~cm _ J A _L~－－ 1一一千 __ 1~－L十 し？
”I gυ ！ 附 ｜ 仰 I l¥l,O I SG,O I 制

o,s I 36.0 2) I 16,0 2; I 61,0 2) I 22,0 2J I 97,o 2) I 3s,o 2) 

l ,o I :2ιJ i 11,5 I 37,;, ! is,o I u4,o I 20,5 
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26,5 50,5 

此ノ卵白波（0,85%食腹水＝ヨ Jレ）/ O,lccm，.、家銭卵白／0,0025ccmヲ含有ス。

反際ノ上行位相ト下行位相／問＝存スノレ最大自主菌現象ナリ。

15,5 30,5 11,0 20 市 Cl吋

2) 

第 試験管内黄色葡萄状球菌喰蘭現象＝及ポス健常人間血清

（非働性）ノ影響 A及ピNノ、第四表／知シ

表五

N
 

菌

T
下
I
li
－－

A

－
 

N 一一＼
一

A 

38 50 23 32 15 18 

52 

82 

63 

--
＇＂》

33 

1!J 

40 

35 

19 

9 

23 

20 

0,5 

1,0 

38 11 20 6 

血清ハ56°Cノ；重量E煎＝テ30分間加温ス。

試験管内黄色葡萄状球菌喰菌現象＝及ポス非働性稀待

人間血清ノ影響 A及ピNノ、第四表＝於ケJレガ知シ

表－・．，、第

N A 

33 35 13 20 10 ] ;') 

26 38 16 22 10 16 

16 31 9 7 14 

抗原量り
ccm 

、，ノ照封，，‘、c
 

a
 

N
 

1,0 

0,2 

0,5 

17 26 10 15 ~ 

I 11 

健常人間血清ヲ56。Cノ重漫煎中＝テ30分間加i.ll¥y,0,85%食！！！＊：.テ稀擦セJレモノ。
ソノO,lccmノ、O,Olccmノ血清ヲ含有ス。

第七表 試験管内黄色葡萄状涼菌ノ喰菌現象ユ及ポス大豆液ノ影響

f共試材料 ：大豆ヲ無菌的流水中ニユテ洗機内 ソノlgr＝望才的 0,85%食麹＊75ccm加

へテ宇L鉢中＝ テ頁ク磨枠内鴻過紙7以ツテ鴻過ス。カクシテ得タル鴻液ヲ 0,85%会堕
7Kユテ夏＝10倍＝稀稗シ試験用ユ供セ P。材料ノ、淡黄色ユシテ少シク1園濁シ7ミ品。

A及ピNノ、第四表乃至第六表＝於ケJレガ女日シ

N A 

64 

N 

32 

前

1

16＝Ill
l

43 

一七三－~＇－＝~-=1--A
・ I 21 I 18 I 0,2 
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l

l

乞
A

U

A

リ

一

ペ

包

凋－

a

q
リ

一

司

』

ー

ー

一、ノ
一
照

5

0

一
費

，

，

一

（

a

U

1

A

一
1
U

一
「
し
V

－
a
 

一
N

21 

18 

59 

44 

35 

25 

102 

74 

56 

43 

J1 ，－~，－－；－，－~ 
所見概括

I，試用量テ0,2蛇ヨリ 1,0耗迄費化スル事ニ依リ， 0,5蛇テ使用シタル際ニ最大喰菌現

象テ護揮セ Jレヨトテ識レリ。

2，食盤＊テ以テノ批開試験ニ於クJレ喰商子 ト抗原物質ニ依リテ 惹超サレタル最大

喰菌子トノ差ハ下記ノ ：如シ。

1) A. 50,5 : 97 = 100 : 192 

2) N. 26,5 : 38 = 100 : 143・u ・－－卵白溶液（第4表）

3) :¥. 38 : 63 = 100 : 166 

4) N. 17 : 52 = 100 : 306……健常人間血清（第5表）

5) A. 26 : 38 = 100 : 146 

6) N. 17 : 26 = 100 : 153…u 十倍稀樗健常人間血清（第6表）

7) A. 29 : 102= 100 : 352及ピ

8) N. 23 : 56 = 100 : 244 ......大豆液（第7表〉

3，以上ヨリ，試験管内二ア替？ ｝レル普遁（N）及ピ特殊（A）喰菌現象ハ蛋白開或ハ類

脂蛋白韓ノ添加ニ依リ著シク増強セラレ得Jレモノナルコトガ謹明セラレタリ。此ノ；事

責ハ玩ニ海底ノ流血中ニ於タJレ喰菌現象ニ於テモ確定セラレタ Jレ事ナリ。

責験第三

植物性及ピ動物性非毒性蛋白髄，、L-fムペヂシ寸現象ヲ墨スルヤ

織物性及ピ動物性非毒性蛋白鴨ノ 代表 トシテ卵白及ぜ大豆液テ使用セリ。検査結果

ハ第8及ぜ第9表ニ示スガ如シ。

第八表 喰菌現象促進能力＝及ボス卵白波煮沸／影響

供試材糾 1第四表＝示セJレ2,5%卵白液ョ pZ, ZK30', ZK 120’ヲ製ス

Zハ7)t様透明・ ZK301及ピZK120ノハ淡乳白色ーシテ而モ沈澱等ハ無ν。
抗原用量ハ0,5ccm（第四表参照）

（卵時10（白｝。液C.：.煮テ沸間） ｜ ｜ ｜ 

喰

A N 

。分＝Z 50 18 

I 
6 [ 145 I 44 
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36 90 

aイムペヂン寸7産自スJレ生物ノ限界＝就テ

19 60 17 

青柳．

30 

28 

20 50 

Z：.於ケル喰菌子： ZK30ノー於ケル日食菌子＝l)145: 90=100: Ii~ ...…A＝於テ

2) 44:36:100:82……N：.於テ

~－ /.J 15 46 13 29 

10 29 10 21 

30分＝ZK3<V I 

120分＝ZK120〆｜

NaCl （針照）

第九表 日食箇現象促進能カ＝及ボス大豆液煮沸／影響

供試材料 第七表＝示セル大豆波ヨリ Z,ZK30', ZK1201 7造ノレ。z，、淡策色＝－i菌濁シ，
ZK301及ピZh.120ら、Zョ日夕νク濁濁／ i篠度ヲ増加シタレ共沈澱ヲ生ゼズ。

抗原用量ノ、0,5ccm（第七表参照）

N 

37 

32 

子

T
｜＝
1
1
1
1
1
1

菌喰
大事液煮沸時間
(100°C＝テ）

A N A ]'¥ A 

84 20 49 17 35 。分＝Z

39 18 21 14 18 30分＝ZK30ノ

28 3・｝16 20 12 15 120分＝ZK1201

16 29 

Z＝於ケJレ喰菌子： ZK30’ー於ケル喰菌子＝ 1) 84::i!"!=I00:46……A＝於テ

2) 37:32=100:87 ...... N＝於テ

10 16 6 rn 

括概見所

I，第8及ピ第9友ヨリ動物及ピ純物性非毒性蛋白腫ニハ Liムペヂン1 子含有セザJレ

コト明カナリ。

2，卵白或ハ大豆 液ノ喰菌作用促進抗原性能働力ハ 煮沸時間ノ 延長 ト共ニ漸次減弱

ス。

四第験責

動物及ビ植物性毒性蛋白韓，、L-fムペヂシ寸勢力ヲ含有シ居＇＂ヤ

供試材料ト シテ蛇毒及ピL リチン寸 テ泣ピタ リ。検査結果ハ第10及ピ第11表ニ示スガ

k日シ。

第＋表 日食菌現象促進能力＝及ボス蛇毒煮沸／影響

供試材料 原液及ピ叶分煮；液。妻海産食匙倍毒＝ Naja naja atra (Cantor）ノ乾燥費量ヨ

リ 0,85% 食趨水＝テー禽倍ノ溶液ヲツクリ之レヲ原液トナシ，更＝之レヲilt分間100°c

ノ；重塗煎中ヂ煮沸セルモノ ヲilt分煮液 トナス。 爾液トモ殆Y ド7］＇（様透明＝ シテ中性ナ P。

9乃至12grI，マウス寸ユ封スノレ最小致死量（24時間後ノI鱒蹄）ハ原液ユテ0,008mg，叶分煮

液＝テ0,07mgナり。
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抗 原 量
喰 菌 子

抗原 種CιIll 
A N A N A N 

0,2 原 21 21 31 27 52』） 48 1) 
煮 17 18 :l5 28 

0,4 原 18 15 21 17 ~r ~） 32 2) 
煮 14 13 17 13 26 ') 

NaCl （封照） 16 12 21 15 37 27 

1）及ピ2）＝原液＝於ケル日食前E見象ノ下行位十目

3）及ピ4）＝煮液晶於ケル喰菌現象ノ下行位相 ／：初リ。故ユ此／｜峨ノ35(A.＝.テ）及ピ28(N 

＝テ） ハ煮液＝ヨり テ将来サレ タ最大ノ喰菌現象ト見倣 ジ得。
食盤水ヲ以 ツテノ；封照ノ、日食繭子37(A.＝.テ）及ピ27(Nュテ）。故.＝.1U0°C.＝.テ30分間煮沸サ
レタ蛇毒（0,2ccm煮液）ノ、毒カヲ殆 γ ド1/10.＝.減ジソノ作用ハ生理的食盤＊－－＝－等シ。
原液＝於ケ ノレ日食菌子：煮液＝於ケ ｝~ 喰菌子＝ 1) 52: 35=100: 67 ... ＝λ＝テ抗原量0,2ccm

2) 48・28=100 : 58 ... N • ククタ

3) 39:31=100:70 A クク 0,4ccm 

4) :'.2:26=100:81 ... N •ク

蛇悉ノ、蔓脅号線督府中央j~j生研究所山口議爾博士ヨ リ贈輿サレタルモノ ナり。 コ、ュ 謝意
ヲ表ス。

第＋ー表 喰菌作用促進能力＝及ボ ;;r. Ricin煮沸ノ影響

供試材料 ．原液及ピflt分者波。日.Merck合社後責ノ Ricinnach Prof. Kobert. 0,85% 

食醸水ニ一議倍溶液ヲツクリ之レヲ原液トナス。夏ニ之レ ヲioo0c／重盗煎中＝ テ：10分

間煮沸シ情分煮液ヲ遺Jレコ爾液トモ殆ンド水様透明＝テ中性ナ リ。 9ー lOgrノ謝Lマウス寸

／最小致死量（24時間後事事蹄）ハ原液＝テ0,005mg,ift分煮液＝テ ノ、毒性零ナ Hキ。

抗原量｜ ｜ 喰 ｜ 菌 I 子
山田 ｜抗原 種 ｜ , I . I 

0,1 JJif.、 43 >c・ 21 81 29 124 1) 50 1) 
煮： rn !) 24 rn 4;; 3 22 3.1 

0,2 原 22 17 42 29 64 2) 46 2) 
煮； 11 10 16 20 27 4 30 4 

NaCl （封照） 10 。 11 22 21 31 

1）及ピ2）＝原液＝於ケノレ喰商現象ノ下行位十日

3）及ピ4）＝煮液晶於ケル日食前現象ノ下行位相（A＝－ テ）及ピ上行位相（N.：.テ）
原液晶於ケノレ喰菌子：煮液＝於ケノレ喰蕗子＝1)124: 4;;=100: 35 ... A.＝.テ抗原量O,lccm

2) 50 : 22 = 100 : 44…Nュテ ク ク

3) 64 27=100:42…A ρ ク 0,2 タ

4) 46:30=100:65 ... N ククタ

所見概括

], 蛇 毒ノ 際波及ピ30分煮波ニ於ナル喰菌子ノ比ハ下記ノ如 シ。

1) 52 : 35 = 100 : 67免疫血清（0,2ccm使用）

2) 48 : 28 = 100・58他常血清（0,2ccm使用）



青柳・ L イムペヂン17産出スJレ生物／限界＝就テ コi:J

2，故ニ蛇毒ノ喰菌現象促進能力ハ煮沸ニ 1::1~ リア増強セラ JレJレ事1！~ ク‘反ツテ明白ニ

減諸君ス。

3，第四表ニiリj示セル虫ll ク 30分煮沸蛇毒ノ 0,2及ピ Q,4姥テ以テノ喰！＇ii現象ノ結」~－ハ

0,85%食瞳＊テ以テ J劉！fH検査結果 ト問機ナリ。

4，此レヨリシア，(l)蛇毒ハL 1 ム ペチ‘ン•；痕跡グモ合7 ズ。（2）蛇毒中 ι ハ， 多

少ノ耐煮沸性テ有シテ喰菌作用テ促進スノレ蛋白膜ノ如キハ殆ンド誼明シ得ズ。

5, L ＇） チン寸ニ於ナ Jレ原波及ピ30分煮波テ以テノ喰菌子ノ比ハラ穴ノ ：如 シ。

1) 124 : 43 = 100 : 35 免疫血清ニテ0,1括

2) 50 : 22 = 100 : 44 健常血清ニテ0,1括

3) 64 : 27 = 100 : 42 充J度血清ニテ0,2詫

4) 46 : 30 = 100 : 65 健常血清ニテ0,2詫

6, Lリチ ン「Ir食菌現象促進能力ハ揖氏100度30分間ノ煮沸ニ依リ減弱ス。此ノ際L1 

ムペヂンフ勢力ハ謹明シ得サソレナリ。

7, L ＇） チン寸一高倍ノ 30分煮液0,2耗ハー高倍蛇毒ノ 30分煮液0,2詫ニ於クJレ如ク， 抗

原テ含7 ず jレ生理的食臨＊－ト同様ノ I喰菌子童女子示セリ。

以上ヨリシテ，蛇毒及ピL リチ ン•；雨抗原ハ． 多分ノ市；j煮沸性テ有シテ煮沸サレタ

Jレ欣態ニ テ著明ニ喰菌現象テ促進スペキ， 蛋白瞳或ハ類脂瞳テ殆ン ド含有セザJレモ／

ナル事ア認識ス可シ。 此等蛋白煙或ハ類脂蛋白樺ハ牛淋巴液，卵白，大豆液，破傷風

毒素，大腸しア メーパ－＇等ニハ存在ス Jレモ Jナリ。

費験第 五

破傷風毒素中Jdムベヂシ寸J詮明

動物並ニ植物性毒物（類脂蛋白鶴）ニハLfムベヂン寸勢力ノ存在セザルミド判明 シタ Jレ

ガ故ニ，余等ハソ ノ封照 トシテ細菌性毒素ノ 代表 トシテ破傷風毒素ニ就キテ検査セ リ。

ソJ成績第12表ニ示スガ如シ。

第＋三奈 喰菌現象促進能力＝及ポス破傷風毒素煮沸ノ影響

i実試材料 ・生穂波及ピ叶分煮詰華液（FK30ノ）。破傷風梓菌ノ肉汁8日間接養ノモノヲL3鴻

過器品テi慮過シ，ソ ノi慮液ヲ60°Cノ；重量耳1!中ユテ30分間加温シFJレモノヲ生滅液ト ナス。

生穂波7夏＝ 100°C／重盗煎中＝テ30分間煮沸シタ Jレモノヲ叶分煮液 トλ。雨液共＝JK
様透明ナ 日。

I I I I I Lイムペヂ：，.－11抗原性

抗及量 ｜抗 原種l企 1~－1 - － ~－－ I~ I カ｜能旬？
一山 ' I A I N I A I N I 八 ' l¥" I A I N I A I N 

0,1 ~K 30:r 判；~ :::iJ叫判；t ぷI.. ~判！~；~
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0,2 

0,1 
0,2 

F 
FK 30’ 

）肉汁
〈遣す照）

日本外科費函第七巻附銭

40,5 
49,0 

24,0 
32,0 

1）及ピ2)=F＝－於ケル喰菌現象／上行位相（A＝－於テ）及ピF行位相（Nュテ）

3）及ピ4)=FK30'＝－於ケル喰菌現象ノ上行位相

-2,5 
411,0 

5）及ピ6）＝肉汁＝於ケJレ喰菌現象ノ上行位相（聖母照）
Fニ於ケル日食菌子： FK30ノュ於ケル喰菌子二1)95,5: 103,5=100: 108…A：.テ抗原量O,lccm

2) 61,0: !)5,0=100: 156…N クタク ク

3)106,0: 140,0=100: 132 ... A クク 0,2ccm

4) 59,0: 110,0=100: 187…N ， ， ク クク

所見概括

1，細菌性毒素ノ代表ナル破傷風毒素ハ喰菌現象ニ於テ明ニ しイ ムペヂン1 現象テ示

シタリ。

2，生描波ト30分煮沸浦液ノ喰菌子ノ比ハヨ欠ノ如 シ。

1) 発疫血清 95,5: 103,5 = 100 : 108 

2) 健常血清 61 : 95 = 100 : 156……使用量 0,1耗

3) 発疫血清 106 : 140 = 100 : 132 

4) 健常血清 59 : 110,5 = 100 : 187・・・・・・使用量 0,2詫

此レ喰菌作用 ラ￥/l制 シタ JレL-jムぺデン「勢力テ表現シ居ルモ J ナリ。

3，第12表ヨ リ， 叉L f ムベヂン寸／喰菌現象抑制カノ、， 30分煮沸穂波ト生措液ノ~菌

子 ／差ニテ明ニ判明サJレ。 ＠nチ抑制力ハ使用量ラ0,1ヨリ0,2括ニ増量スル事ニ依リ， 免

疫血清ニア8ヨリ34ニ叉健常血清 ニテハ34ヨリ 51,5ニ増強サレタリ。

4, 30分煮j愈液ノ喰菌現象促準抗原能働力ノ大サハ，第12表ニ計量史的ニ示シタル如ク

生i藤波ノソレヨリモ遁ニ大ナリ。

賓験第六

原生動物，、L-fムペヂシ寸ヲ産出スJj,.ヤ

供試材料トシテ大腸Lアメーパ＿.， (L白ch1875 und Grassi 1879）及ピ L トリパノプー

？， レヴイジイ寸（Kent）テ使Jljセリ。検査結巣ハ第13表A及ピBニ示ス如シ。

第＋三表A 日食菌現象促遜能力＝及ポス大腸ιアメーパー寸煮沸ノ影響

供試材曹lil-.z及ピZK30', Entamoeba coli (Losch, 1875 oder Grassi, 1879) I二週間培

養ヨ H製 λ。爾材料共＝水様透明ナリ。

抗原；量
ccm 抗 原 種

o 2 I z ’ I ZI王；JO'

A 

:i4,0 
22,0 

！前

N I A I N 

出 I•::· j ":: 

子

A I N 

s2,5 3 l I 49,5 3) 
55;0 si I 46,o sJ 
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J》，，，

70,5 4) 
乃5町O"J 

：：.~.o 

Lイムイチン寸7産出 A Jレ生物ノ限界＝就テ

貸験二回ノ平均値ナリ。

I) 大腸Lアメーパ－, I純培養ハ京城骨子園大撃留撃部微生物率教室助教授岡遺操博士ヨ
り葱輿サレタJレモノナ H。併記シテ謝意ヲ表ス。

2) 培養液ハ主トシテ Ringer氏波ナレパ之レヲ以ツテ封照トナシタリ。

:l) 4) 5) 6）ヨリコノ寅験ハZ及ピZK30＇モ日食菌現象／上行位相＝於テ行ハレタノレモノナ
yレョトヲ示スナリ。

χ＝於ケJレ喰菌子： ZK.30〆＝於ケル日食繭子＝l)82,5: 55=100: Gi ... A：.テ抗原最0,2ccm
2) 49,5: 46=100: 93 .N タク ；，－ 1' 

3) 98,5: 65= 100 : 66 ... A ＝－テク 0,4ccm

4) 70,5: 5G=100: 78…N ク ククタ

98,5 4) 
65,0勺

けさ，3 .')-1,0 

40,0 
32,0 

~1,0 

60,0 
37,5 

30,5 
:z::,o 

li,0 

：；白，5
'.!:i，乃

21,!"> 

青柳

30〆

Ringer氏液（聖母照）

z 
ZK 

0,-1 

第＋三表B H食菌f見象促進古Eカ＝及ポスTrypan。son lewisi (fζent）煮沸ノi彰響

供試材料 Z及ピZK30'Tヴpanosomalewisiノ：九日間培養ヨリ製ス。爾者共＝水様透

明ナリ。

N 

21,5 
17,0 

34,0 
2-5,5 

13,5 

検査二回ノ平均値ナP。
I) L トリパノゾー..，.，ノj純培養ハ京都帝国大撃微生物祭数室絹脇氏ヨリ分輿ヲ受ケタリ。

併記シテ感謝ノ意7漣プ。
Z＝於ケル喰菌子 ：ZK30’ユ於ケル喰菌子＝1)34,0・21,5=100:63.…A ュテ

2) 21,5: 17,0=100: 79 ... s (/ 
3) 48,5: 35,0=100: 72…... A ク

4) 34,0: 25,5=100・75...... X "' 

O,l!ccm 
クク

0,4ccm 
多少

子
十
l
i
t－7
1
1
1
11
1
1
1
1
1

A N 

34,0 
21,5 

11,5 
10,0 

48,5 
35,0 

18,0 
14,0 

:W,O 7,0 

抗原 種
抗原最

ccm 
A 

18,5 
11,5 

10,0 
7,0 

15,5 
10,0 301 

z 
ZK. 0,2 

26,5 
l¥l,O 

]6,0 
11,5 

22,0 
16,0 30' 

z 
ZK. 0,4 

ll,O 6,.5 ハH

，
 

nwd
 

NaCl（撃す照）

括概見所

I，大腸Lアメー ハー「及ピLトリ パノプー？’l純 粋 培養ノ l会菌作用催準カハ，煮沸ニ針

自Pチ煮沸ニ依リテ著 シクシア他／ ；非申m菌性類脂蛋白骨豊ニ於クJレガ如キ性質テ示セリ。

煮、

63 

原

: :ll,5 = 100 

Lトり パノ〆－_,,., 

34 

ソ／性質テ減弱セ ラJレ。

原上澄波及ピ30分煮上澄波ノ喰菌子ノ比ハラたノ ：如シ。

免

煮．

67 

原

55 = 100 

大腸Lアメーパー可

82,5 免

2, 

量

0,2銘



;) 71~ 

0,2施

。，4主E

0,4姥

健

爽4

健
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49,5 46 = 100 03 健 21,5 

08,5 65 = 100 66 免 48,5 

70,5 55 = 100 i8 健 34 

17 = 100 79 

35 = 100 72 

: 2;:i,5 = 100 77 

以上ハ，故ニ大腸iLアメーパ－＇及ピ L トリパノゾ－，，•；抗原性能働力（試験管手内喰

菌作用催進力テ指標 トシタル）ハ煮沸ι ヨリテ低下スルモノナル司王テ物語Jレモノナリ。

3，新クテ余等ハ，原生動物及ピヨリ高等ノ 生物ノ、L fムペヂン「テ産出セザルモ ノナ

ラント考ヘザJレベ、カラズ。

賓験 第七

2, 3綿棋菌病々原菌JL ＇（ム ペヂシ寸＝就テ

紙欣菌病ニアツテハ大抵ノ病原菌ハ表皮ノ最上屠ニ留リ，局所ニ繁殖スルモノナ

リ。サレド」スポロト リコーゼ寸ニアツテハ， 病原菌ハ個関内ニ侵入 シ， 結核犠或ハ梅

毒様費化，淋巴腺炎，膿蕩，気管枝肺炎，骨開節炎等テ惹超シ得Jレガ， コレハ寅ニ

Sporotrichum Beurmanni ニ於テ然Jレナリ。余等ハ」イムペヂン1テ産出スル細菌ノ限

界ハ何庭ナリヤ内 トノ 疑問テ解決センガ鵡ニ締欣菌病原菌テ険資セント欲シタリ。検

査結果ハ第13表乃至第16表 ニ明示セリ内

第＋四表 試験管内喰菌現象＝及ポス Mikrosporonlanosum ノZ及ピZK30'

／影響（上行位相）

供試材料 ：Sabouraud ノ培養基上30日間培養／ Mikrosporon lanosumノ0,85%食聾水

浮説液（ソ F菌量ハlccrn中~O, 0035ccrn）ヨリ製ス。雨液共＝ 7~様透明ナリ

A ＝免疫血清ヲ以7テ／日食菌現象 N＝健常血清ヲ以ツテノ喰菌現象

抗原量
抗原積ccロミ

A 

喰 ii 子

N A 

z 2¥l 
0, 1 ZK 30' 22 

χ 45 0,2 ZIく '101 I 4:! 

N•Cl （聖母照） 13 10 14 11 21 21 

1）及ピ2）並ピュ3）及ピ4）ノ、日食産i現象ノ上行位相ヲ示ス。

完ユ於ケノレ喰箇子： ZK201 ＝於ケJレ日食菌・子＝l) 7!J: 59=100:75 ...... A＝テ抗原最0,lccrn 

2) 52・：:0=100:7•J ..….N ク

:J) 121: 110=100: 91……A ,, 

4) 82: fi7=100:82 ...…N 少

,, " ,, 
タ 0,2ccm

,, "' ,, 
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第＋五衰 試験管内喰菌現象＝及ポス Mikrosporon lanosumノχ及ピZK30'

ノ影響（下行位相）

供試材料 でZ及ピZK30り、第十四表＝記載／モノナ H。海底白血球ハ第十四表ノモノ

ト異Jレ。 A及ピNノ、第十四表ュ於ケノレガ主日シ。

量原抗
抗原種

子

ccm 

喰

A I N A 

菌

N N A 

j z 
i ZIζ 301 

｜χ ｜ ZIC 30' , 

NaCl （封照）

0,2 

0,4 

。“
R
u

q
d
q
U

9
0
0

“
qυ

。“

22 

24 
21 

20 
14 

9 

;J.) 

55 

n
M
U

－B
A

n

x
υ

H刊
u

a崎

A
q
u

。υ1
4

87 1) 
813) 

80 2) 
;j;j 4) 

61 

72 1) 
52 3) 

58 2) 
33 4J 

26 

1）及ピ2）並ピュ:-1）及ピ4）ハ喰菌現象ノ下行位相ヲ表ハスa

メー於ケJレ日食店可子：日K30＇.，.於ケ Jレ喰繭子＝1)87: 81=100: 93…•• :A：.テ抗原量0,2ccm

2) 72: 52=100: 72…... N クク. . 

3) 80・55=100:69……A " "' 0,4ccm 

4) 58:3<l=l00:57……N ＇ククク

4.7 
32 

39 17 

第＋穴表 試験管内黄色葡萄紋球菌喰境作用＝及ボス Achoriongypseumノχ

及 ピZK30り影響

f共試材料： Sabe》unld ／培養基上30日問t吾養／ Achrヲri《》ngypseum / 0,85%食強水浮

訪宇液（ソ／菌量ノ、lccm中＝円，00リlccm）ヨリ製ス。 Z及ピZK30ら、水様透明ナリ。

抗原量
ccm 抗原種

0,1 
〆

／

－

A
リ

ハ

リ

一

。
品
。
u

－

，、、

F
L

一

l

I

一

ヲ
b

7
L

フ白
7
b

一

0,2 

NaCl （封照）

;:7 
32 

3!l 
‘i日

18 

A 

喰

T
I
－－i

N A 
商 1

A 

98 1) 
85 3) 

95 2) 
80 4) 

59 

N 

5~1 I) 

83(?) 

55 2) 
45 

3
6

2

0

 

9

－o
“
9
u

。“

守

E
A
qAuu

n
h
u
円
，

s

a
U
ヒ
d
w
u
a笠

33 
25 

ウー.,, 

1）及ピ2）並ピー3）及 ピ4）ノ、F行位相ノ：初リ ヲ表ハシ，従ツテ最大／日食菌現象ヲ示ス。

（？）ノ、過大ナ リ。

z ...於ケJレ日食諸子 ：ZKiJO'.，.於ケル喰菌子＝l)98:85=100: 87……Aュテ抗原量O,lccm

2) 5!1:83=100:140…... N タ 少タク

3) 95 : 80= 100 : 84 ...... A ク ク O,:lc:cm

4) 55: 45=100・82.…N クク 少 少

41 20 
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第＋セ表試験管内黄色衡萄状球菌日食燈作用品及ポス Sporo仕ichu皿 Beurmanni ノZ

及ピZK.30'I影響

供試材事事； Sabouraudノ培養基上30日間培義ノ SporolrichonBeurmanniノ0,85%食時

水浮瀞液（ソノ菌量ハlccm中＝0,000lccm）ヨ H製ス。 Z及ピZK30り、淡褐色＝ミユレ共透

明ノ液ナリ。 A及ピN，.、第十図表ョリ第十六表迄＝同ジ。

抗原量
喰 菌 子

抗原 種ccm A N A N A N 

0,2 
z 24 20 41 41 65 ') 61 1) 
ZK 30' 3；~ :rn 6G 6δ 99 ~） 95 3) 

0,4 
z 28 26 50 4!l 78 21 752) 
ZI・ζ 301 42 28 66 52 108 4) 80 4) 

NaCl （封照） 21 17 42 24 63 41 

1）及ピ2),3）及ピ4）＝喰菌現象上行位柑。

5）及ピ6）＝喰商現象下行位相。
Z：.於ケル喰蘭子 ：メIく301＝於ケル喰菌子＝l)65・!l!l=100: 152……A＝テ抗原量0,2ccm

2) 61: U5=100・156.…..N O ククク

3) 78 : 108ヰ 100: 138 ..・…A 多 少 0,4ccm
4) 75 : 80= 100: 107. ・・…N ~ ク . . 

所 見概活

1, Mikrosporon lanosum及ピ Achoriongypseum ニハ Lfムぺヂン1 テ謹明 シ得

ザリキ。サレド SporotrichumBeurmanniーハ著明ユ L1ムペヂ． ン1勢力テ詮明シ得

タリ。

2，此ノ所見ハ臨床的事項ト一致スルモノーシテ， Mikrosporonlanosum及ピ Acho 

rion gypseumハ SporotrichumBeurmanniー比シ．体染性殆ンド無ク．病的症欣モ

軽ク ．全ク Saprophytischニ留リ居Jレナリ。

綿括的所見

賞験第1乃至第7テ100分比ニ計算シ，第18表テ得タリ 。

第＋八表

支議フマZ於ケル日食菌子ト ZK
I ;lQ’叉ハ FK30＇又ハ OrigK.30'

抗 原 種 ｜抗原量｜＝於ケル喰菌子トノ比
ccm 1 • 

I A I N 

液 1

i r 0,2 
清 I { o,4 

タ
性

一

ル
原

一
4

9
抗

一
I

シ
ル
一

滑
川
げ
セ
了
l
l！

煮
減

一

一7
増
カ
一i
h

原
三
間
一
ar

抗
メ
能
一

9P 白 0,5 100 : 6~ JOO : 82 ー坊 ｜ ー18

-43 I -58 
-29 I -43 牛 血

100 : 57 
100・ 'ii

100 42 
100 . 57 

大 旦 液 0,5 100 46 100・ 87 炉問

一一δi -13 
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蛇 主季
100・ 67 100 ; 58 『ーー．‘）・巳＇l -42 

0,4 100 . 7!) 100 : 81 -21 -l!J 

~ 9 チ ン’
100 : ;15 100 44 -65 -56 

0,2 100 42 100 65 -58 --35 

大腸 Lア メーパ ー寸 {0,2 100 67 100 !)3 -33 - 7 
0,4 100 66 100 : 78 -34 -22 

Lト 9 ， ~ I ‘，. - 7,  { 0,2 100 63 100 : 79 -37 -21 
0,4 10り 72 100 75 -28 -25 

被 傷 風 毒素
100 108 100・156 8 56 

O,:! 100 : 132 100 187 32 87 

狂 犬 病 悉
100 104 100 : 127 4 27 

0,2 100 : 118 l 00 : 129 18 2!) 

痘 癒 病 毒
ro,2 100 157 100・147 57 47 
i 0,4 100 : 121 100・121 21 21 

Lミクロ ,1.dtロy { 0,1 100 . 75 100 . 75 -25 -25 
ヲノ ーズム1 0,2 100・ !JI JOO . 82 一－ 9 -18 

"' 
{ 0,2 100・ 93 100 : 72 一7 -28 
0,4 100 6!) 100 57 -31 -43 

Lアヒヨ リ4ン JOO 87 100 : 140 -13 40(?) 
ギ 7•セ ウ ム 1 0,2 100 84 100 : 82 -16 -18 

Lスポロト Pヒヨ ン 100 152 100 : 156 52 56 
ボイ Jレマ 〆＝イ 1 0,4 100 138 JOO 107 3!) 7 

A ＝免疫血清使用結果 N ＝健常血清使用結果

斯 クテLfムペヂン寸テ産出スル生物ニ開シテハ毛穴ノ如クニ思惟セ ラルベシ。

1, L fムペヂン寸ハ原生動物及ピソレ以上ノ高等動楠物ノ蛋白韓ニハ含有セラ レズ。

2, L 4ムペヂン寸ハ寄生性倖染病ノ細菌ノ ミガ産HIスルモ ノナ リ。

3, Saprophytisch綜JJX菌ハL1ムペヂン勺テ産出セズ。

4，喰菌現象或ハ特殊沈澱反膝ソ ノ他ニ於テ L'fムベヂ ン寸現象立誼 サ ノレ レパ，f毘へ

額微鏡的ニ叉ハ培養的ニ貫韓テ認メ得ズ トモ，此ハ細菌韓ニ蹄 ス可キモノナ リ。

5，反之， L1ムペヂ ン寸現象ガ陰性ナリト 言 フコトハ必ズ シモ，供試材料ガ細菌性

ニ非ザJレコト テ意味セサツレモ ノナリ。

6，結 按菌 BCG株ノ ：如キ，非病原開ガ‘Lfムペヂン寸テ産出ス Jレヤ否ヤハ向ホ疑問ナ

リ。余等／貝解ニ ヨレパ， 雑菌ニ非Jレ限 リ凡テ／ 制菌 ハ多少ノ Lfムベ ヂン寸テ産出ス

Jレガ如 シ。

（詮。其ノ後ノ検査＝於テ RCG 株モ亦~ ~イ ムペヂン ・ ヲ it尚スル コ ト ガ明白 ＝立詮セレタ

リ。）



δ80 Archiv fiir Japanische Chirurgie Hd. 7, Beihtft. 

Zusammenfassung. 

1) Imp~dine sind in den Proteinkfapem der Protozoen und hiiher stehenden 

Animalien so1rie Pflanzen nicht enthalter】．

z) Irnpedine werden nur von den .Mikroorganismen bei parasitarinfektiosen 

Erkrankungen produziert. 

3) Bei saprophytischen Erregern fiir Dermatomykosen fehlt das Impedin. 

4) Ist der Nae、hweisder Impedinerscheinung bei der Phagozytose bzw. bei der 

spezifischen Prazipitation etc. erbracht worden, so isr sie auf einen l¥I ikroorganismus 

zuriickzufiihren, 11・enn derselbe auch weder mikroskopisch n.och kulturell nachgewiesen 

、rnrdenist. 

5) Dagegen spricht der n巴gative Ausfall der Impedinerscheinung nicht immer 

fi.ir das Fehlen der .Mikroben in den Testmaterialien. 

6) Es fragt sich noch, ob apathogene Mikroben, wie z. B. der BCG-Stamm der 

Tuberkelbazillen, Impedine produzieren. Unserer九nsichtnach produziert jede l¥Iikrobe, 

wenn sie nicht ein Saprophyt ist, mehr oder weniger das Imped in.'! 

l) Inzwischen wun:¥e <las Tmpedin aqch beirn B.C:G-Stamm nachg;ewiesen (Aoyaghi）・


